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1 は じ め に

直播用品種の育種素材としてアメリカ稲が注目されてい

る。これはアメリカの品種が深根性でころび型倒伏に強い

ことや,低温発芽性の比較的優れたものがあるためであろ

う。 しかしいもち病抵抗性が極弱であったり,特殊な真性

抵抗性遺伝子をもつとみられるものがあり,東北地域での

利用に際しては注意を要する。ここでは主なアメリカ品種

について,い もち病真性抵抗性遺伝子型を推定するととも

に,葉いもち圃場抵抗性の評価を試みた。

2試 験 方 法

(0 供試品種

アメリカの主要な42品種 (表 1)及びいもち病レース判

別品種 (9+2),圃場抵抗性の比較品種などを用いた。

2)真性抵抗性の検定

ガラス室で養成 した 3～ 5葉期の幼苗にいくつかのレー

スを噴霧接種 し,7～ 10日後に発病を調べ,罹病性と抵抗

性を区分した。供試したレース (菌機 は003(TH68 141),

007(長69150),033(NA0 02),035(TH68 140),035‐

b'(長65386),037(研 6019),037‐ b+(稲85141),047

(F67‐57),101(稲 168),137(研 53‐33)な どで,一部の

レースについては反復 して実施 した。

0)葉いもち圃場抵抗性の検定

畑晩播法により,1992年 と1993の 2回それぞれ 2反復で

検定した。特性検定試験調査基準により0(無発病)～ 10

(全茎葉枯死)の 11階級で調査 した。判別品種の発病状況

から検定圃場の優占レースは両年とも007と 推定される。

3 試験結果及び考察

推定された真性抵抗性遺伝子型及び葉いもち圃場抵抗性

の検定結果を表 1に示 した。カリフォルニアの品種につい

ては真性抵抗性遺伝子型は単純で,短粒種,中粒種,長粒

種いずれの場合もそのほとんどが+又は Pi aと 推定され

た。 しかし南部諸州の品種は真性抵抗性遺伝子型は複雑で
,

+(NOrtaiな ど),Pi a(BIuebonnetな ど),Pi a,i
(StarbOnnetな ど),Pi a,k(NewbOnnet)な どと推定

される場合もあるが,レース反応が複雑で遺伝子型の推定

が困難な場合 (1,emontな ど)や ,供試したすべてのレー

スに抵抗性を示すもの (Marsな ど)も みられた。遺伝子

型が推定された場合でも一部レース反応が矛盾するものも

あり,こ れらは未知の遺伝子を含め,他の遺伝子型の可能

性もある。

一方,葉いもち圃場抵抗性についてはカリフォルニアの

品種は長粒種のL201や L202な どを除き,ほ とんどが極弱

あるいは弱と評価された。検定圃場の優占レースが007と

推定されるので,南部諸州の品種も真性抵抗性遺伝子型が

+又はPi a,Pi a,iと 推定されるものについて圃場抵

抗性の評価が可能である。これらの大部分は葉いもち圃場

抵抗性は極強と評価された。ただし一部は未知の真性抵抗

性遺伝子の影響による可能性もある。

以上のようにカリフォルニアの品種は大部分がいもち病

抵抗性が弱いが,これはカリフォルニアではいもち病が発

生せず,品種抵抗性が必要ないためであろう。これに対 し

南部諸州の品種は特殊な真性抵抗性をもっていたり,圃場

抵抗性が極強とみられた。これは品種のオリジンの問題の

ほか,南部諸州では例えばアーカンサスてNewbOnnetの

抵抗性崩壊が問題になった1)よ うに,い もち病の多発生が

みられ,い もち病抵抗性が重要な育種目標になっているか

らであろう。なお,こ こでは明 らかにできなかったが
,

Marsは Zenith由来のPi z遺伝子をもち,ま たDawiと
同じPi‐ k｀ 遺伝子をLemontや Newbonnetな どテキサ

スの多くの長粒種がもっており,圃場抵抗性 (Partial

resistancじ についてもDawnや Nortaiは強くNewbonnet

は弱いことが報告されているの。

4 ま と め

カリフォルニアの品種はほとんどの場合,真性抵抗性遺

伝子型は+ま たはPi aと 推定され,長粒種の一部を除き
,

圃場抵抗性は極弱であった。一方,南部諸州の品種は真性

抵抗性は十,Pi a,1,kが推定される場合もあるが,レ ー

スに対する反応が複雑で,遺伝子型推定が困難な場合や
,

供試したすべてのレースに抵抗性を示すものがみられた。

+,Pi a,iが推定された品種の圃場抵抗性は極強と評価

されたが,これらは未知の抵抗性遺伝子をもつ可能性 もあ

る。
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表 1 アメリカ稲品種のいもち病抵抗性
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